
 

 
12月９日 「暴力について考えよう」 
 
先週の金曜日、武蔵野市内の小学校の６年生が集まり、連合音楽会がありまし

た。桜野小学校の６年生は、最後に演奏して、迫力のある、聴いている人の心を

感動させる演奏を披露し、素晴らしかったです。終わりの言葉も桜野小の安田さ

んが、代表者として話しました。「つなぐこと」「つなげることの」大切さを話し、

市内６年生に向けて立派に話しました。桜野小の６年生の活躍に目頭が熱くなり

ました。 

さて、今日は、みなさんが楽しく学校生活をおくることができるようにするた

めの話をします。画面を作成しました。低学年の子供にも分かるように作成しま

したので、絵が多くなっています。 

 みなさんの体や心は、自分だけのもので、一番大切なものです。また、友達の

体も自分の体と同じように大切だということも知ってください。誰かを叩いたり、

蹴ったりして、痛い思いや怪我をさせることを暴力といいます。悪口や相手が嫌

がるようなことを言って、相手の心を傷つけることも、言葉の暴力になります。

人を叩いたり、嫌な事を言ったりして、誰かの身体や心を傷つけたりすることは、

友達同士でやってはいけないことであり、どんな大人の人も決してやってはいけ

ないことです。 

他にも、体の大事な部分に触ろうとしたり、服で隠れている部分をのぞこうと

したりすること、メールとかラインで、体の大事なところを見たいなと言ってく

ることも、気持ち悪いなと感じることです。これらは、友達同士でやってはいけ

ないし、大人の人も決してやってはいけないことです。もし、誰かが近づいてき

て、みなさんが、そんな嫌なことをされそうになったときは、どうしたらよいで

しょうか。そんなときは、はっきりと「いやだ」と言って、逃げてください。メ

ールとかラインだったら、その人とのやり取りは、止めてください。みなさんに、

暴力やおかしいな、気持ち悪いなと思うようなことをしてはいけないのは、先生

たちも同じです。先生たちは、学校の中でも、学校の外でも、みなさんに嫌なこ

とをしてはいけないルールを守ります。 

 

もし、誰か大人の人に、嫌なことをされたときは、おうちの人や、ほかの先生

など、安心して話せる大人に教えてください。自分がされた場合だけでなく、友

達がされているのを見た場合も同じです。でも、知っている人には話しにくいな、

誰に話したらよいのだろうと迷うことがあるかもしれません。誰にもお話できな

いと思っている人のために、お話を聞いてくれるところがあります。「学校生活を

たのしくすごすために」というお手紙を配ります。知っている人に話したくない

ときは、手紙にかいてあるメールアドレス、ＱＲコード、電話番号に連絡してく

ださい。また、一学期の最初にも、この用紙を配りましたが、もう一度、今日み

なさんに、配ります。電話やインターネットを使わない場合は、この用紙に書い

て、封筒になるように折ったら、切手なしでポストに入れて郵便で送ることがで

きます。 

校長先生も先生たちも、みなさんのことを大事に思っています。ぜひ一人で悩

まないで、いつでもお話してください。 


